
  

 
１ 実施状況 
 
主な活動場所 

 

三ヶ野山いきいき 
ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 

 
対象学校 小林市立栗須小学校 

 
開設時間・ 
年回数等 

 
毎週 火木 年（70回） 
午後３時００分～６時００分 

 
対象学年 

平均参加人数 

 
１～６年生 
３５人 

○コーディネーター（１）人  ○安全管理員（３）人  ○学習アドバイザー（０）人 

 
２ 年間の取組  

月 主な活動 その他の活動 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

 

１２ 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

・よもぎ団子作り 

  話し合って約束事を決める 

・ケーキ作り実習 

 

・七夕飾り制作（６月灯祭に出品作品） 

 

・夏休み 

 

・ケーキ作り実習 

 

・花壇の整備（夏花の撤去） 

 

・花壇の整備（ｷﾝｾﾝ花、ﾋﾞｵﾗの植え付） 

・クリスマスツリーの制作 

・クリスマス会 

・クリスマス会 

・ケーキ作り実習 

 

・節分の豆まき 

 

・おひな祭り 

・お別れ会 

 

 

 

 

・お誕生会 

 

・トランプ 

 

・紙芝居 

 

・サッカー 

 

・オセロゲーム 

 

・クリスマスツリーを作る 

・読み聞かせ 

・クリスマスカード作り 

 

・かるた遊び 

 

・縄とび、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

 

・ひな飾り制作 

 

教室名：栗須っ子放課後子ども教室 
 

連絡先：小林市教育委員会 社会教育課 

電 話：０９８４－２２－７９１２ 

ＦＡＸ：０９８４－２３－９７００ 



３ 特色のある取組の紹介 
 

 
① 「失われつつある季節の行事を楽しもう」 

 
 
 

 

 

○ 活動内容 

（平日の活動） 
   ・まず宿題、宅習をする。 
   ・学習が終わったら室内で折り紙、オセロゲーム等をする。下学年のみんなが終了したら、

校庭に移動してサッカー、縄とび、バドミントン等をする。 
  ・読み聞かせ等を通じて読書に親しむ取組も行っている。 
 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

○ 事業を実施して（参加者等の声） 
・栗須っ子にくると多くの友達がいて宿題を一緒にやったり、おしゃべりしたり、ケーキ作
り等ができてとても楽しい。（子ども） 
・家に帰っても近所には友達がいないので、栗須っ子クラブの存在はありがたいし、子ども
も楽しみにしている。（保護者） 
・家庭ではやっていないことを、いろいろ体験できてありがたい（保護者） 
・兄弟の少ない子どもたちが、異学年の中でケンカをしたり助け合ったり、泣き笑いしたり
する時間の中で学ぶ事は多いと思う。心身共に、伸び伸びと心地良い居場所であるよう努
めている。（コーディネーター） 

 

 

４ 次年度へ向けて 

 

○ 障がいのある児童がいるのでその対応に安全管理員を補充したい。 

○ しつけ（あいさつ、姿勢、言葉づかい等）を少しでも子どもたちに身に付くように、地域

のおばちゃん達は頑張りますが、何といっても安心安全な居場所であるよう努めます。 

 

 

 

【七夕飾り制作】 

【花壇の整備】 

【ここがイチオシ・教室自慢！】 
・家庭で失われつつある季節の行事を地域の人と一緒に楽しむ! 
・異学年での交流の中から助け合いの心を育む! 


